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平面上に，同一直線上にない定点，，があり，線分，の長さはそれぞ

れ，である．動点，は同時にを出発し，は線分上を秒速で，は線

分上を秒速でそれぞれ往復運動を繰り返しているとする．このとき，次の問いに

答えよ．

 出発してから初めて，がで出会うのは何秒後か．

 出発してから秒後のの長さはであった．の余弦と正弦の値を求め

よ．

 出発してから秒後の，の長さをそれぞれ，とする．点 ， の軌跡

を   の範囲で平面上に図示せよ．

 点は秒ごとにに戻り，点は秒ごとにに戻る．

よって，出発後初めて，が出会うのは，との最小公倍数をとって，秒後．

 秒後は  ，  

 とおくと，余弦定理により

   ･･

すなわち   




   であるから       


     のとき

 ，  であるから 



   

    のとき

 ，      であるから

 



   











  

    のとき

     ，      であるから

 



    

    のとき

     ，     であるから

 



    

以上により，求める軌跡は図のようになる．
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つの放物線    と    が   の範囲で共有点をもち，かつ

その点で共通の接線をもつとする．

 上の条件を満たすような点 ， を平面上に図示せよ．

 共有点の座標を    とし，

   
     

      

とおく．このとき積分 


   をで表せ．

      ，      とおく．また，共有点の座標を   

とする．  で共通の接線をもつから

      ，        

よって        すなわち       ……①

   すなわち     ……②

 とすると，②から   これは①を満たさない．よって  

このとき②から  


  
……②，

①から 
     

  
……①

①，②から     ……③

 であるから  











よって，②，③から  




  であるから  





すなわち  ……④

よって，求める ， は③，④を満たす．逆に，

③，④を満たせば，つの放物線は   で共有

点をもち，その点で接線を共有する．

ゆえに，③，④を図示すると右図のようになる．

  


     


      



    

 




 







 





 



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  



 




  



      
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
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


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


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









 











 


  








  



 












  



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整式   は関係式  


         


   を満たしている．また，

 に対し，  における    の最大値を   とする．

    を求め，     のグラフをかけ．

    を求めよ．

  


   を求めよ．











  

 与えられた関係式から

 


       

両辺をで微分すると       

すなわち      

よって       

ゆえに     のグラフは右図のようになる．

 方程式    を解くと   

よって，のグラフから

   
          

     

        

  


     


       
 

   



    

 




 



 



 

   



 


  




  



     

 
 


    

 



  




  


 



金沢大学入試問題
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方程式   を満たす個の複素数を，偏角    の小さい順に

 ，  ，……，  とする．

  ，  ，……，  を求め，複素数平面上に図示せよ．

  
  


となる ， を求めよ．

 複素数  に対し，サイコロを振って出た目がならば  を掛けるという操作を

行う．こうして得られた複素数に対し，再びサイコロを振り同じ操作を行って得られ

る複素数をとする．複素数，，の表す点が正三角形をなす確率を求めよ．

   から  ……①

       とおくと      ……②

①，②から      

ゆえに  ，  
  


  は整数

よって   
 







 










 





















   

  
 



  
 



   

  
 



ゆえに，図は右のようになる．

              

      ……①


  


       ……②は整数

①において，   ，   であるから     

また，①と②の偏角が一致するから     ゆえに  ，

よって    ， すなわち   ，

ゆえに  ，  ， ，，，，，，，，，，

     よって，正三角形をなすのは

    
  


    
  


の場合である．

のとき から，通り．

のとき         

 
  


      

よって     ゆえに  ，

よって    ， すなわち   ，

ゆえに  ，  ，，，，，，，，，，，

よって 通り．

，から，求める確率は 
 





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次関数     は点 ， ， ， を通り   ，曲線   上に頂点をもつと

する．

    の
 の係数をで表せ．

 曲線     と軸とで囲まれた図形を  とする．また，曲線   と軸，

および直線  ，  で囲まれた図形を  とする．更に，  ，  を軸の周

りに回転してできる回転体の体積をそれぞれ  ，  とする．このとき，  ， 

の値をを用いて表せ．


 





を求めよ．

    の
 の係数をとおくと      

このとき     のグラフの頂点は  



，





これが   上にあることから 







よって  






   


  
   

   


      

 



  


















  

  





 







   

 












   




･  ･



 

ここで 
 


 




 


 

 
  から


 




 
 また 

 
  

よって 
 









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行列   
 

 
，   

 

 
について，次の問いに答えよ．

  ，  を求めよ．

     を求めよ．

 







 



 ……



 



 を求めよ．

   
 

   
 

 
 

 

 


  
     

 

 

    から

          
 

 

 次の零行列をとする．

から 












 

すなわち 







 







 



 

よって，以上の整数について




 





 

 





 

 





 

 





 


 



  








 







 



 

ゆえに









 



 ……



 





 
 



  


 





 

 





 

 





 

 







 







 








 



  






 







  
 

 
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